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2022年  1月  25日  

公益財団法人  徳島経済研究所  

 

 2021年 冬季 ボ ー ナス 支 給 動向   

支 給 額 6.9％ 増 で ２ 年 ぶ り の プ ラ ス  

 

 県 内 民 間 企 業 の 202 1年 冬 季 ボ ー ナ ス 支 給 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査（ 全 産 業・企

業 単 純 平 均 、有 効 回 答 10 6社 、平 均 年 齢 4 2 .6歳 ）に よ れ ば 、平 均 ボ ー ナ ス 支 給 額 は

4 1 1 , 0 0 0 円 で 、 前 年 同 期 の 3 8 4 , 6 0 0 円 に 比 べ 支 給 額 ＋ 2 6 , 4 0 0 円 、 増 減 率  

＋ 6.9％（ 前 年 同 調 査 ▲ 16,90 0円 、▲ 4 . 2％ ）と ２ 年 ぶ り の プ ラ ス に 転 じ 、 1990年

（ ＋ 6.6％ ）以 来 の 高 い 伸 び 率 と な っ た 。業 種 別 に 見 る と 、製 造 業 は ＋ 11.0％ 、非

製 造 業 は ＋ 5 . 3％ と と も に 増 加 し て お り 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 で

大 幅 に 落 ち 込 ん だ 前 年 か ら 持 ち 直 し の 動 き が 見 ら れ て い る 。  

ボ ー ナ ス 支 給 額 の 増 減 を 企 業 割 合（ 社 数 構 成 比 ）で 見 る と（ 次 頁 ）、支 給 額 が

前 年 冬 季 よ り 増 加 し た 企 業 割 合 は 62.3％ と 前 年 同 調 査 の 36.0％ か ら 2 6.3ポ イ ン

ト 上 昇 し 、逆 に 減 少 し た 企 業 割 合 は 21.7％ と 前 年 の 44.1％ か ら 22.4ポ イ ン ト 低 下

し て お り 、幅 広 い 業 種 で ボ ー ナ ス 支 給 を 増 加 す る 動 き が 出 て き て い る こ と が う か

が え る 結 果 と な っ た 。  

 〈 参 考 〉 各 企 業 の 従 業 員 数 を 考 慮 し た 、 全 産 業 一 人 当 た り の 加 重 平 均 支 給 額

（ 平 均 年 齢 40.3歳 ） は 802,400円 で 、 前 年 同 期 7 78 ,70 0円 に 比 べ 支 給 額 ＋ 23 ,70 0

円 （ 前 年 同 調 査 ＋ 2 ,800円 ） 、 増 減 率 は ＋ 3.0％ （ 同 ＋ 0.4％ ） で あ っ た 。  
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製 造 業 ・ 非 製 造 業 別 支 給 動 向  

 

製 造 業（ 有 効 回 答 3 0社 、平 均 年 齢 41.6歳 ）の 平 均 支 給 額 は 426 ,000円 で 、前 年 同

期 比 ＋ 4 2,100円（ 前 年 同 調 査 ▲ 2 8, 200円 ）、増 減 率 ＋ 11.0％（ 同 ▲ 6.9％ ）と ２ 年

ぶ り に プ ラ ス に 転 じ た 。ま た 支 給 額 増 減 の 企 業 割 合 で は 、増 加 先 が 76.7％ と 前 年

の 37.1％ か ら 39.6ポ イ ン ト 上 昇 し た 一 方 、 減 少 先 が 20.0％ と 前 年 の 40.0％ か ら

20.0ポ イ ン ト 低 下 し 、２ 年 ぶ り に 増 加 先 が 減 少 先 を 上 回 っ た 。業 種 別 で は 食 料 品

製 造 業 や 木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 、 金 属 製 品 製 造 業 な ど で 増 加 の 動 き が 見 ら れ た 。  

非 製 造 業（ 有 効 回 答 7 6社 、平 均 年 齢 43.0歳 ）の 平 均 支 給 額 は 405 ,000円 で 、前 年

同 期 比 ＋ 20 ,20 0円（ 前 年 同 調 査 ▲ 1 1,7 00円 ）、増 減 率 ＋ 5.2％（ 同 ▲ 3.0％ ）と ３

年 ぶ り に プ ラ ス に 転 じ た 。支 給 額 増 減 の 企 業 割 合 で は 、増 加 先 が 56.6％ と 前 年 の

35.5％ か ら 21.1ポ イ ン ト 上 昇 し た 一 方 、減 少 先 は 22.4％ と 前 年 の 46.1％ か ら 23.7

ポ イ ン ト 低 下 し 、３ 年 ぶ り に 増 加 先 が 減 少 先 を 上 回 っ た 。業 種 別 で は 、運 送 業 や

卸 売 業 、 サ ー ビ ス 業 な ど で 増 加 が 目 立 っ て い る 。  

(%) (ポイント)

「増加」－「減少」

2010年 冬季 34.8
2011年 冬季 19.2
2012年 冬季 13.4
2013年 冬季 36.7
2014年 冬季 24.5
2015年 冬季 36.5
2016年 冬季 27.1
2017年 冬季 20.2
2018年 冬季 20.0
2019年 冬季 1.0

2020年 冬季 ▲ 8.1

2021年 冬季 40.6

36.0 19.8 44.1

62.3

支給額増減（前年同期比）における企業割合の推移　

57.5 21.7 20.8

16.0 21.7

33.0
27.226.446.4

46.4

横　ば　い増　加 減　少

23.728.1
59.6
48.2

18.8

20.5

27.753.6

17.3 23.1

33.7

52.4 22.3 25.3
52.1 16.0 31.9
53.7 12.6

39.8 21.4 38.8

本年 前年 前年差 前年比 増加 横ばい 減少

製造業 30 426.0 383.9 42.1 11.0 76.7 3.3 20.0

非製造業 76 405.0 384.8 20.2 5.2 56.6 21.1 22.4

全産業 106 411.0 384.6 26.4 6.9 62.3 16.0 21.7

業種

業種別の支給額動向（企業平均）

構成比（％）
回答社数

支給額（千円、前年比は％）
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従 業 員 規 模 別 支 給 動 向  

 

従 業 員 規 模 別 に 見 る と 、 す べ て の 階 層 で 支 給 額 が 前 年 を 上 回 っ て い る 。 中 で

も 、 3 0～ 49人 の 規 模 先 が ＋ 2 1.1％ （ 同 ＋ 7 0,70 0円 ） と ２ ケ タ の 大 幅 増 と な っ て

お り 、 前 年 に 大 幅 に 減 少 し た 反 動 に 加 え 、 コ ロ ナ 禍 の 中 で 、 従 業 員 に 報 い よ う

と す る 企 業 が あ っ た こ と が 推 測 さ れ る 。  

次 に 、 支 給 額 増 減 の 企 業 割 合 を 見 る と 、 全 階 層 で 増 加 先 が 減 少 先 を 上 回 り 、

さ ら に ほ と ん ど の 階 層 で 増 加 先 の 構 成 比 が ６ 割 以 上 と な っ て い る こ と か ら 、 ボ

ー ナ ス 支 給 の 増 額 が 企 業 規 模 に 関 わ ら ず 広 く 及 ん で い る 様 子 が う か が え る 。  

 

 

 

 

 

33.0 100.0

11月 未定 合計

構成比(%) 6.6

1～３月

1.9

〈参考〉　ボーナス支給（予定）時期

支給時期

1.9

上旬 中旬

12月

13.2

下旬

43.4

本年 前年 前年差 前年比 増加 横ばい 減少

1～9人 11 353.5 332.5 21.0 6.3 72.7 18.2 9.1

10～29人 20 272.9 267.7 5.2 1.9 45.0 20.0 35.0

30～49人 23 405.0 334.3 70.7 21.1 69.6 21.7 8.7

50～99人 18 395.9 394.9 1.0 0.3 61.1 16.7 22.2

100～199人 14 457.4 423.6 33.8 8.0 64.3 14.3 21.4

200人以上 20 568.6 551.3 17.3 3.1 65.0 5.0 30.0

全規模 106 411.0 384.6 26.4 6.9 62.3 16.0 21.7

回答社数

従業員規模別の支給額動向（企業平均）

従業員規模
構成比（％）支給額（千円、前年比は％）
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ボ ー ナ ス 支 給 に お け る 重 視 事 項  

 

ボ ー ナ ス 支 給 に お け る 重 視 事 項 （ 有 効 回 答 97社 、 回 答 数 32 8、 平 均 回 答 数

3.4） を 見 る と 、 例 年 同 様 「 現 在 の 会 社 の 業 績 」 が 90.7％ （ 前 年 同 調 査 81.1％ ）

と 最 も 高 く 、 い わ ゆ る 業 績 連 動 型 の 支 給 が 広 く 浸 透 し て い る 。 以 下 の 順 位 は 、 2

位 が 「 従 業 員 の 個 人 別 評 価 」 49.5％ （ 同 4位 、 38.7％ ） 、 3位 「 昨 年 の 支 給 実

績 」 45.4％ （ 同 2位 、 43.4％ ） と 続 き 、 「 今 後 の 会 社 の 業 績 見 通 し 」 （ 同 3位 、

39.6％ ） と 「 従 業 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン 高 揚 」 （ 同 5位 、 27.4％ ） が と も に 3 6.1％

で 、 同 率 で 4位 と な っ た 。  

今 回 、 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 」 と 回 答 し た 企 業 が 5.2％ (前 年

同 調 査 ▲ 9.0ポ イ ン ト )と 前 年 か ら 大 き く 低 下 し て い る こ と か ら 、 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 の 影 響 が 前 年 よ り も 少 な く な っ た と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 「 従 業 員 の 個 人 別 評 価 」 （ 前 年 比 ＋ 10.8ポ イ ン ト ） や 「 従 業 員 の モ チ

ベ ー シ ョ ン 高 揚 」 （ 同 ＋ 8.7ポ イ ン ト ） な ど は 前 年 か ら 大 き く 上 昇 し て お り 、 コ

ロ ナ 禍 に お い て 、 従 業 員 へ の 配 慮 を 意 識 す る 動 き が 見 ら れ た 。  

 

 

－調査要領－  
調査時期     2021年 12月上旬～ 2022年 1月上旬  
調査方法    所定の調査票によるアンケート方式  
調査対象     県内主要企業  285社  
有効回答     106社  


